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遮光効果による植物プランクトンの増殖抑制

抽出植物が窒素、リンを吸収

周囲の熱を吸収

光合成

植生基盤材 ヤシ繊維＋合成樹脂

昆虫

浮力体 高密度ポリエチレン

土 オリンピック開発における残土

水質浄化剤 カーボンファイバー
遮光効果による植物プランクトンの増殖抑制

周囲の熱を吸収

太陽光太陽光

光合成

炭素繊維による水質浄化

水抜き穴

500× 500×400mm

水鳥

社会の発展と成長によって人々の生活の変化とともに
姿を変えてきた東京の中心で外濠は古くは江戸時代か
ら、人々の営みに寄り添いながら都市の中の余白空間
として自然の風景を生み出してきました。かつては防
衛、運搬、上水利用と都市機能を担っていましたが、
現代においては機能から景観のみへと価値がうつり、
効率的な都市開発の中で外濠の再評価が問われていま
す。都市を巡るように延びる外濠の周りには道路や鉄
道は沿い並び、橋がかかり、様々な用途の建物が建つ
ことによって営みの賑わいが存在します。それらの賑
わいを引き込みながら濠という長さと幅をもつ空間に
新たな場をつくることで、外濠の価値を再定義し、新
たな都心の景観を提案します。

複数の「みどり島」と「ひろば島」は風などによる自然的な外力と人による意図的な外力によって時間によっ
て異なる場を生み出します。それは島同士のつながり方、島の数、島の漂着場所などによって様々に変化し、
そこで行われる営みもまた様々に変化します。

高密都市を分断する自然の余白空間＝「外濠」

外濠を泳ぐ「浮島」がつくりだす移ろう局所的な風景

移ろう相互関係

桜を間近に見られる特別な花見席
鉄道を間近に見られる珍しい撮影スポット

大学のイベントスペース
公共空間に開放的な交流空間を一時的に

人気のカフェの新しい特等席
漂着している時のみ店の特別コンサートが開催

水鳥

水鳥

停泊スペース

ひろば島 (ユニットNo.0１)

　みどり島 (ユニットNo.1)

あずまや

しまの店

親水スペース

植物

植物

太陽光照明
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緩やかな起伏
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外濠

外濠島

島 ( みどり島 ) 島 ( ひろば島 )

周辺
一時的な場の共有と拡張

それぞれの営みを共有する

自由に動ける　すると水が浄化される

みどり島　断面図 ひろば島　断面図

パターン１

パターン 2

パターン 3

水情のうつろい
時を経ても変わらず都市の歴史に寄り添い続ける外濠
変わらない歴史の痕跡の上にうつろう新たな風景を浮かべる
都市の営みへと漂着した風景はまた新たな風景となり、新たな営みをつくりだす
その時代、その瞬間、その場所にしかない水上の情景の提案


